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ライフスキル教育ワークショップ 
かごっま（鹿児島）２０２６ 

期日：2026年８月８日（土）9:30〜17:00，９日（日）9:15〜16:30 

会場：宝山ホール ２階第２会議室，３階第４会議室 

℡099-223-4221（〒892-0816 鹿児島市山下町 5-3） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催 ＪＫＹＢライフスキル教育研究会 

後援 鹿児島県教育委員会，鹿児島市教育委員会 

  



ＪＫＹＢライフスキル教育ワークショップかごっま２０２６（２０２６年８月８，９日） 

 

 

2 

８月８日（土）  

09：30〜09：45 受付（３階第４会議室） 

09：45〜10：00         初日開会式（３階第４会議室） 

 
初参加者コース（３階第４会議室） 経験者コース（２階第２会議室） 

10：10〜12：30 
ライフスキル教育の理論的基礎 
（講師：神戸大学名誉教授 川畑徹朗） 
 

【知識中心型・脅し型健康教育に代表される古典的健康教育

の失敗を踏まえて，行動変容に有効な健康教育を追究する中

で生まれたライフスキル教育の理論的基礎について，体験学

習を通して学びます。 

またセルフエスティームやライフスキルは，子どもたちが

人生上の目標を達成し，他者と協働し，感情をコントロール

する能力である社会情動的スキル（非認知的スキル）（OECD，

2015）の中核的内容であり，変化する社会の中で自分を見失

うことなく，充実した人生を歩むための土台となることにつ

いても理解します。】 

10：10〜12：30 
令和の子どもたちの健康課題とライフスキル
教育の推進（グループ討議・演習） 
（講師：鹿児島市立西谷山小学校養護教諭 原田弥

生，鹿児島県立鶴丸高等学校養護教諭 森山直美， 

姶良市立帖佐中学校養護教諭 早田ゆかり） 

 
【コロナ禍を経て，令和の子どもたちは，デジタル社会・気候

変動・多様な家庭環境といった新たな時代背景の中で，より

複雑な健康課題に直面しています。これらに対応するために

は，学校・家庭・地域が連携し，予防教育や早期対応を強化す

ることが求められています。 

ライフスキル教育は，令和の子どもたちが直面する健康課

題に対して非常に有効なアプローチだと考えますが，これか

らの健康教育の中で，ライフスキル教育が果たす役割と具体

策について，演習・協議を行いながら理解を深めます。】 

 

12：30〜13：30 昼食休憩 

 
初参加者コース（３階第４会議室） 経験者コース（２階第２会議室） 

13：30〜16：30 
新訂・JKYB食生活教育プログラム 
（大阪公立大学准教授 早見直美） 
 

【日々の食の営みは，生涯の健康管理に欠かせません。これ

には，幼少期における食習慣形成が重要となります。JKYB食

生活教育プログラムは，プリシードモデルをベースに構成さ

れ，知識・態度/ライフスキル・社会資源/身近な人の態度・行

動により，健康的な食行動形成・維持を目指します。日々の食

生活をとおして，生きる力を育成します。 

本セッションでは，プログラム“バランス朝ごはんを毎日

食べよう”“食品表示を読む”をベースに，楽しみながらライ

フスキル教育の理論と実践を学びましょう。】 
 

13：30〜16：30 
学校でのライフスキル教育プログラムの実際 
（講師：福山市立箕島小学校校長 青山俊美） 
 

【本校では，教育課程に組込み，小学校低学年から発達段階

に応じたライフスキル教育を実践してきています。ライフス

キルはもとより，社会性や他者と関わる力など，児童に必要

な力を育成することで，教師のセルフエスティームも高まっ

ていると感じています。 

本セッションでは，プログラムの理論と具体的学習内容を

紹介し，体験的に学びます。「子どもが変わる，大人も変わ

る」を合言葉に，一緒に学びましょう。】 

 
 

16：40〜17：00         初日閉会式（体験学習を含む）（３階第４会議室） 
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８月９日（日）  

09：15〜09：30 受付（３階第４会議室） 

09：30〜09：45         第２日開会式（３階第４会議室） 
 

 

初参加者コース（３階第４会議室） 経験者コース（２階第２会議室） 

10：00〜12：30 
セルフエスティーム形成教育の理論と実際 
（講師：川畑徹朗） 
 

【セルフエスティーム（健全な自尊心）は，「人生の逆境に

直面した時に，立ち直り，さらに成長するために必要な能

力や特性」と定義されるレジリエンシーの本質的要素であ

ると考えられています。 

本セッションでは，セルフエスティームの定義とその重要

性，セルフエスティーム形成に関わる要因，学校教育におけ

る系統的なセルフエスティーム形成教育の内容について学び

ます。】 

10：00〜12：30 
ボディイメージを題材としたメディアリテラシ
ーの形成（講師：早見直美） 
 
【スマホ利用が広がり，特に SNS 利用が増えるなか，子どもた

ちはダイエット，ファッションなど多くの情報に影響を受けて

います。SNS の本セッションでは子どもたちのやせ願望など，

ボディイメージに関する理論，そして子どもの健全なボディイ

メージ形成の観点から，メディア情報を読む力，賢く情報を使

う力であるメディアリテラシーを身に付ける方法を学びます。

動画や画像を用いたグループワークなどを通じて，実践的な学

習方法を体験しましょう。】 

  

12：30〜13：30 昼食休憩 

 

共通コース（３階第４会議室） 

13：30〜14：10 

学校におけるメンタルヘルスプロモーションの理論的基礎（講師：川畑徹朗） 
 
【WHO 精神保健部局は，全ての児童生徒を対象とした一次予防が，学校におけるメンタルヘルスプロモーションの
基礎になるとしています。 
本セッションでは，ライフスキル，セルフエスティーム，ソーシャル・サポート感を中心的要素とするレジリエ

ンシー形成を基礎とするメンタルヘルスプロモーションについて理解を深めます。】 

14：10〜16：00 
学校におけるメンタルヘルス教育の実際（講師：青山俊美） 
 
【JKYBメンタルヘルスプロモーションプログラムは，レジリエンシーの形成を目指す「ユニット１」と，メンタル
ヘルスの向上に直接かかわる「ユニット２」から構成されています。 
本セッションでは，５，６年生のプログラムの中から，セルフエスティームの柱の一つである自己尊重感の形

成にかかわる学習活動や，ストレスマネジメントスキルの形成に関わる学習活動を体験します。】 
 
16：00〜16：30         第２日閉会式（体験学習を含む）（３階第４会議室） 
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